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               豊見城市立伊良波幼稚園教諭  比 嘉 裕 子                                                                                                                              

1 研究テーマについて 

  ｋ 

 

 

２ 研究の特徴 

  

 

 

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

３ 保育の実践 

 

 

 

 

４ 研究の成果                                       

       

これまでの保育を振り返ると，幼児が，自分の思いを言葉で表現し相手に伝え，相手の思い

に気づいていけるために，幼児一人一人の言葉の発達や興味関心を捉えて，内面を読み取り，

幼児の心に寄り添った教師の援助ができていただろうかと反省する。 

そこで，幼児が幼稚園生活の中で，友達との遊びを通して「聞きたくなる」「話す楽しさを

感じる」教師の援助の工夫を探る。 

 

〈幼稚園教育〉 

聞く・話す楽しさを感じるための援助の工夫 

～友達と一緒に遊ぶことを通して～ 

友 
達 
関 
係 

(1) 幼児の興味や関心を捉え，思いや願いに添った環境の見直しと再構成をしたことで，幼児の遊びが    

  深まり友達と一緒に遊ぶ楽しさを味わっていた。 

 (2) 教師が，幼児の心の声を聴くように努めることで，幼児が安心感をもち，自分の思いを出しながら 

   遊ぶようになり，聞く・話す楽しさを感じさせることができた。 
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豊見城市立伊良波幼稚園教諭  比 嘉 裕 子 

 

Ⅰ テーマ設定の理由 

 近年，少子化，情報化，人間関係の希薄化，子育て機能の低下などの社会状況は，子どもの育ちにも 

変化が見られ，「基本的な生活習慣の欠如，自制心や規範意識の希薄化，コミュニケーション能力の不 

足」といった教育課題があげられるようになってきた。 

 このような今日的教育課題や幼児の実態を踏まえ，本園では，幼児が他者とかかわり，言葉で自分の

思いや考えを伝え，相手の考えに耳を傾けることで，友達と創造する幼稚園生活をより楽しく展開でき

るように，保育の重点目標に「聞く・話す態度の育成」をあげ，日々の保育に取り組んできた。 

 幼児の実態をみると，絵本や紙芝居等に関しては興味深く聞く事が出来るが，教師の素話や，友達の

発表などになると，関心を持って聞くことが出来なかったり，自分の考えがうまく表現できず，コミュ

ニケーションが成立しないことからトラブルになることも多々見受けられる。 

 これまでの保育を振り返ると，幼児が，自分の思いを言葉で表現し相手に伝え，相手の思いに気づい

ていけるために，幼児一人一人の言葉の発達や興味・関心を捉えて，内面を読み取り，幼児の心に寄り  

添った教師の援助が出来ていたか反省するところがある。 

 幼稚園教育要領の領域「言葉」においては「経験したことや考えたことなどを自分なりの言葉で表現 

し，相手の話す言葉を聞こうとする意欲や態度を育て，言葉に対する感覚や言葉で表現する力を養う」 

と明記され，「話す」ことに加えて，「聞く」ことの重視が書き加えられ，「伝え合う」ことがより明確 

  になった。また，遊びを通して総合的にねらいが達成されるようにする幼稚園の環境を通して行う教育 

  は，幼児の生活の中に「気持ちのつながり」「言葉のつながり」を意識することと考える。 

   そこで本研究では，これまでの保育を振り返り，幼児が幼稚園生活の中で，遊びを通して教師や友達 

  と心を通わせ，言葉で表現する楽しさを味わい，コミュニケーションを楽しみながら幼稚園生活を充実 

  していけるためにはどのような環境の工夫や教師の援助が必要か，その在り方について探りたいと考え 

  る。  

 

Ⅱ 研究目標 

  幼稚園生活の中で，友達と一緒に遊ぶことを通して，聞く・話す楽しさを感じるための援助の工夫を 

 探る。 

 

Ⅲ 研究の方法 

  保育実践の園生活の遊びの中で，次の方法で行う。 

 １ 幼児を理解し，幼児が興味・関心を持って聞きたくなるような教師の援助の工夫  

 ２ 幼稚園生活の中で，幼児が聞く・話す楽しさを感じるための遊びの工夫 

  

 

聞く・話す楽しさを感じるための援助の工夫 

～友達と一緒に遊ぶことを通して～ 

 

～友達と一緒に遊ぶことを通して～ 



図１ 幼児の聞く・話す楽しさを味わう過程 

Ⅳ 研究内容 

 １ 幼児の「聞く・話す」力について 

  (1) 幼児の「聞く」力とは  

    幼児が「聞きたい」と感じるのは話す相手に好感を持っているか，話の内容が興味深いか，あ 

   るいは初対面であっても話し方が魅力的で惹きこまれてしまう時ではないだろうか。幼児の「聞 

   く力」とは，温かな人間関係の中で「聞く」という様々な体験を積み重ねながら，話を聞くこと 

   のよさを感じたり話の内容を聞き取れた嬉しさを感じたりしていくことである。自分の話したこ 

   とが伝わった喜びから，意図的に相手の話を聞こうとし，相手の伝えたいことを理解することで 

   ある。 

  (2) 幼児の「話す」力とは 

    幼児は生活の中で心動かす体験（楽しい活動に参加したとき，おもしろい物語を聞いたとき，          

   友達ともめたり悔しい思いをしたときなど）を積み重ね，親しい相手に気持ちを話したくなる。              

   幼児が自分の気持ちを表現する楽しさを味わうことができるようにしていくことが大切である。 

   幼児の「話す力」とは，温かな人間関係の中で，言葉を交わす喜びを味わい，自分の気持ちを            

   相手に分かるように自分なりの言葉で伝えることである。 

  

 ２ 幼児の聞く・話す楽しさとは 

   幼児は，教師に受け入れられ自分の言葉で思いを伝え，相手に受け入れられることで安心して過ご  

  せるようになる。教師との信頼関係が築かれ，心が安定することで，幼児は，言葉を交わす喜びを味  

  わう。また，自分が話しているとき相手がうなずい  

  たり，微笑んだりするなど応答してもらうと楽しく  

  なってくる。さらに，園生活の中で心動かす体験を  

  したとき幼児の内面に起こる様々なイメージ，感情， 

  思考が幼児なりの言葉となって出てくる。その気持  

  ちを教師や友達が受け止めてあげることで自分も大 

  事にされたという嬉しさが，言葉を交わす喜びに繋 

  がり「もっと聞きたい・もっと話したい」と感じる 

  ようになる。 

                                                                      

 

 ３ 幼児期における遊び 

幼児期の生活のほとんどは，遊びによって占められている。遊びの本質は人が周囲の事物や他の人

たちと思うがままに多様な仕方で応答しあうことに夢中になり，時の経つのも忘れ，そのかかわり合

いそのものを楽しむことにある。すなわち遊びは遊ぶこと自体が目的である。幼児の遊びには，幼児

の成長や発達にとって重要な体験が多く含まれている。遊びにおいて，幼児が周囲の環境に思うがま

まに多様な仕方でかかわるということを次に示す。        

    

   ① 幼児が周囲の環境に様々な意味を発見し，多様なかかわり方を発見していくこと。 

   ② 意味やかかわり方の発見から思考を巡らし，想像力を発揮していく。 

      ③ 自分の体を使って，また，友達と共有したり，協力していく。 

   ④ 遊びの過程で，幼児は，達成感，満足感，挫折感，葛藤などを味わい精神的にも成長する。 

   ⑤ 自発的活動としての遊びは，幼児期特有の学習なのである。 

  

 

嬉しさ 

•幼児と教師との信頼関係 

•心の安定感 

喜び 

•幼児が教師や他の幼児とかかわる 

•言葉を交わす喜び・心動かす体験 

楽しさ 
•もっと聞きたい・もっと話したい 



 ４ 幼児の言葉を育むための教師の援助 

   幼児の言葉を育むためには，教師が幼児との信頼関係を築いていくことが言語環境において最も大   

切な役割であり，援助であると考える。   

 幼稚園教育要領解説においても，「幼稚園において，幼児が周囲の人々と言葉を交わすようになる

ためには，周囲の友達や教師との間に安心して話せる雰囲気があることや気軽に言葉を交わすことが

できるような信頼関係が成立していくことが必要」とあり，このような基盤が成立していることによ

り，幼児は，次第に心を開き，自分の話を聞いてもらいたいという気持ちが生まれてくるといえる。 

   教師は，幼稚園生活の中で，幼児の豊かな言語表現や感情表現を受け止め，認め，共感することが  

  大切であり，この積み重ねが幼児の言葉を育てていく。また，教師が心を傾けて幼児の話やその背後       

  にある思いを聞き取り友達同士の心の交流が図られるように援助の工夫をすることが大事である。     

   「ことばを育てることは こころを育てること 人を育てること教育そのものである。話しことばは， 

  そのひびきの中にこそ，その人の心をきく」（大村はま）という言葉がある。領域「言葉」は言葉だけ  

  ではなく，幼児のこころの育ちのための一つの窓である。 

   教師は，幼児の心に寄り添い「こころの声を聴く」ことが大切である。 

Ⅴ 研究の実際 

   幼児が，幼稚園生活の中で，友達と一緒に遊ぶことを通して「聞く・話す楽しさを感じる」ための

環境構成と教師の援助を工夫し，２回の保育実践を行い，改善を図る。 

 １ 保育実践（１回・６月前半）「絵本って，楽しいね」 

  (1) 保育のねらい 

    ・絵本の読み聞かせを通して，聞く・話す楽しさを味わう。 

  (2) 検証のねらい 

    ・読み聞かせを通して，聞く・話す楽しさを感じるための援助の工夫を行う。 

  (3) 環境構成の工夫 

    ・降園時や朝の会などに，幼児が落ち着いて話を聞くことのできる場の雰囲気をつくり，教師が       

         絵本を読み聞かせる。 

    ・読む時間や読んだ後に感じたことを話し合う時間を工夫し，話の世界を楽しめるようにする。 

  (4) 教師の援助 

    ・幼児を絵本の読み聞かせに惹きつけるため，手遊びや指人形などを取り入れる。 

    ・幼児の発達や興味・関心に合わせた絵本を選択する。 

    ・絵本の持ち方，読み方，ページの開き方などの工夫をする。 

  (5) 実践計画と結果 

月
日 

検証の 

ねらい 

予想される 

幼児の姿 

○環境構成の工夫 

★援助の工夫 
実際の幼児の姿 検証結果 

 

 

6 

月 

6 

日 

 

(月) 

 

 

(帰りの会) 

 

・読み聞かせ  

 を通して聞  

 くことの楽  

 しさを味わ 

 わせること  

 ができるよ  

 うにする。 

・絵本を見る。 

・教師が読む

絵本に親し

みをもって

聞く。 

 

 

◎絵本 

「ぞうくん 

 のさんぽ」 

○幼児が落ち着いて  

話を聞くことので   

きる場の雰囲気を  

つくる。 

○読む時間を工夫す   

 る。 

★読み方に工夫をし   

 幼児を惹きつける  

 ようにする。 

・ほとんどの幼児の

表情から読み聞か

せを楽しんでいる

様子が見られた。 

 

・読み聞かせの最中

に自分の思いを口

に出して言う幼児

の姿が見られた。 

 

・絵本を読んだ後， 

「おもしろかった」    

 の声が多く，聞い 

 ていることがわか  

 った。 

・幼児の反応はよか  

 ったが絵本の内容  

 を理解していたか  

 探りたい。 



                                                 

 

 

6 

月 

7 

日 

 

(火) 

 

(帰りの会) 

 

・読み聞かせ  

 を通して興 

 味をもって 

 聞き想像す 

 る楽しさを 

 味わわせる 

 ことができ 

 るようにす 

 る。 

・絵本を見る。 

 

・教師が読む 

 絵本のスト   

 ーリーに興 

 味をもって 

 聞く。 

 

◎絵本 

「ガンピーさん

のふなあそび」 

○子どもが落ち着い 

  て話を聞くことの   

  できる場の雰囲気   

 をつくる。 

○読む時間を工夫す  

 る。 

★読み方の工夫や読 

 む位置に気をつけ  

 るようにする。 

★幼児一人一人の表  

 情を読み取るよう 

 にする。 

・幼児の表情から読  

 み聞かせを楽しん  

 でいる姿が見られ  

 た。 

 

・読み聞かせの最中 

 に，笑い声が聞こ  

 えたり自分の思い 

 を口に出して言う  

 幼児の姿が見られ  

 た。 

 

・読み聞かせ後，「お

もしろかった，楽

しかった」と言う。  

 「どんなところ   

 が？」の問いかけ  

 に「ひっくり返っ  

 たところ」と感想  

 を話す幼児もいて 

「そうだね」と共

感する楽しさを

感じることがで

きた。 

 

 

6 

月 

13 

日 

(月) 

（朝の会） 

・楽しい雰囲 

 気の中で絵 

 本に興味を 

 持って聞く 

 ことができ 

 るようにす 

 る。 

・教師に親し 

 みをもち， 

 絵本に興味 

 をもって聞  

 く。 

 

 

 

◎絵本 

「こぶたぬ 

 きつねこ」 

○子どもが落ち着い  

 て話を聞くことの 

 できる場の雰囲気 

 をつくる。 

○意図的に読む時間  

 や場所を工夫する。 

 

★幼児一人一人の表  

 情を読み取るよう  

 にしながら読み方 

 にも工夫する。 

・幼児の笑顔から教 

 師に対し親しみを 

 もっていることが 

 伝わる。 

 

・読み聞かせでは集 

 中して聞いている 

 姿が見られた。 

・しりとり言葉に興 

 味を示して聞いて  

 いた。 

・朝の会に喜んで参

加し教師の話を聞

くことができるよ

うになってきた。 

・読み聞かせでは親   

 しみをもち興味を  

 もって聞こうとす 

る様子が見られ

た。もっと聞きた

い思いにさせるた

めの方法を工夫す 

 る。 

 

 

6

月 

14 

日 

(火) 

（朝の会） 
 
・楽しいしい   
 雰囲気の中  
 で絵本に興 
 味をもって 
 聞くことが 
 できるよう  
 にする。 

・歌，リズム 
 遊びの後，
絵本の読み
聞かせを聞
く。  

 
◎絵本 
「おうのやま   
 のみみず」 

★教師が一緒に歌う 
 ことで幼児を楽し 
 い雰囲気にする。  
  
★興味をもって聞き  
 たくなるように指  
 人形を使う。 

・友達と触れ合いな 
 がら，歌やリズム  
 遊びを楽しんでい 
 た。 
・指人形を見て喜び 
「絵本よんでもい 

 い？」「いいよ」な 
 ど言葉のやりとり 
 を楽しむことで絵 
 本にも興味を示し 
 聞いていた。 

・みんなで歌やリズ  
 ム遊びをして楽し  
 く過ごしたことで  
 絵本も喜んで見る  
 気持ちにさせるこ 
 とができた。 
・関心を寄せるため  
 の手立てとして， 
 指人形を使うと，  
 効果が見られた。 

【考察】 

・幼児が園生活に慣れていて，絵本に興味や関心をもち， 見て・聞く姿がみられ，さらに指人形を使っ

たことで，幼児を惹きつけ「聞きたい気持ちにさせる」ことができたと考える。 

・絵本「おうのやまのみみず」を読んでいる最中に数人の男の子が「みみずってよ！」と友達と顔を見

合わせ興味を示したが，次の遊びにつなげることができなかった。幼児の興味に沿った計画的な環境

構成や援助の工夫が必要である。 

【改善】 

・園生活の中で幼児が遊びを通して心を動かす体験を重ね，教師や友達との信頼関係を築き，幼児の思

いが自分の言葉で話せるようになることが大事である。そのために，周りの環境を整えて幼児の興味

に沿った遊びを展開させる援助の工夫が必要である。 



 ２ 保育実践（２回・６月後半）「友達とのつながりを深め，ごっこ遊びを楽しむ」 

  (1) 設定の理由 

   ① 教材観（省略）   ②幼児観（省略） 

   ③ 指導観 

     幼児が聞く・話す楽しさを感じるため，これまでの実践保育を通して，絵本の読み聞かせを行  

    ってきた。結果として，教師は幼児の言葉の発達や興味・関心を捉えて，幼児のこころに寄り添  

    った援助や，環境構成の工夫をすることが大切である。 

     そこで，今回のごっこ遊びにおいては，幼児の実態に沿った環境の再構成をし，教師も一緒に  

    遊びながら幼児と信頼関係を築き，幼児同士の遊びが展開できるよう援助の工夫をする。           

  (2) 保育のねらい 

   ・好きな遊びの中で友達とのつながりを深め，会話を楽しむ。 

   ・遊びに必要なものを自分で考えて作る。 

  (3) 検証のねらい 

   ・幼児が遊んでみたくなるような環境を設定する。 

   ・教師も一緒に遊びを楽しみながら，多くの友達とかかわりがもてるような言葉かけをする。  

  (4) 環境構成の工夫 

 ・製作コーナーには空き箱やその他の材料を準備する。 

 ・ごっこ遊びが，さらに展開するように遊びの場を再構成する。 

 ・十分取り組めるように時間や場の工夫をする。 

  (5) 教師の援助 

   ・教師も一緒に遊びながら，クラスの友達とかかわり，ごっこ遊びを楽しめるように援助する。    

    ・友達と思いや考えを伝え合いながら遊びを進めていこうとする姿を認め，見守ったり必要に応 

        じて言葉をかけたりするなど協力して遊べるように援助する。 

  (6) 実践計画と結果 

月
日 

検証の 

ねらい 

予想される 

幼児の活動 

○環境構成の工夫 

★援助の工夫 

  実際の 

 幼児の姿 
検証結果 

 

 

6 

月 

27 

日 

(月) 

 

・環境を整え  

  ることで友  

 達と一緒に  

 好きな遊び 

 を楽しめる 

ようにする。 

・広くなった 

 ままごとコ 

 ーナーに気 

 づき友達と 

 一緒に遊ぶ。 

 

○幼児の前で環境 

 を整え，興味や  

  関心を引くよう  

  にする。 

★幼児の反応を見 

 ながら一緒にぶ。 

・広くなったまま 

ごとコーナーで   

2,3人のグルー  

プープがいくつ 

かあり，友達との 

 遊びを楽しんで 

 いた。 

・環境構成の大切さを  

 痛感すると共に，遊  

びが継続できるよ
うな援助の工夫を
していきたい。 

・「明日も，ままごと
遊びしようね」「花
屋さんしたいな」の
会話が聞こえるな
ど明日への期待が
高まった。 

環境を整えると 

「広ーい，遊ぼうよ」と友達との 

 遊びが展開し賑やかになった。 

 

 

た。 



 

 

6 

月 

28 

日 

(火) 

 

・ごっこ遊び 

 をしながら   

 会話を楽し  

 むことがで  

 きるように  

 する。 

 

・好きな場所 

 でごっこ遊 

 びをする。 

・前日のごっ  

 こ遊びを展  

 開する。 

○遊具や用具の片 

 付け場所を表示 

 する。 

★幼児たちがどの 

 ような会話を楽 

 しんでいるか， 

 教師も一緒に遊  

 ぶ中で聞きとめ 

 る。 

★言葉でうまく伝 

 えられないとき 

 は教師が代弁し 

 て幼児の思いを 

  仲介する。 

・登園後，すぐに 

 ごっこ遊びが見 

 られた。 

・教師が作ったア 

 イスクリームに 

 気づき「作りた 

 い」「教えて」と 

 集まってきて会 

 話が増え賑やか 

 になった。 

 

 

 

・環境を再構成したこ 

とでごっこ遊びが

広がり友達との会

話が自然につなが

っていった。 

・教師が意図した遊び 

を展開させること

で友達とかかわり

会話が増えてきた。 

・幼児との信頼関係を 

より深めるために

積極的にかかわっ

ていきたい。 

 

 

7 

月 

1 

日 

(金) 

 

・ 

本

時 

・自分の考え  

 や気持ちを  

 伝えながら  

 ごっこ遊び  

 を楽しめる 

ようにする。 

 

・気の合う友  

 達と話し合 

 いながら， 

 ごっこ遊び 

 をする。 

・遊びに必要 

 なものを考 

 えて作る。 

○じっくり遊べる 

 ように時間の工  

 夫をする。 

○製作コーナーの 

 素材や材料を分 

 別して置く。 

 

★気持ちをうまく 

 伝えられない姿 

 を捉えて様子を 

 見守り必要に応 

 じて言葉をかけ 

 る。 

★教師も一緒に遊 

 びながら幼児同 

 士の考えが伝え 

 られるよう仲立 

 ちする。 

 

・気の合う友達と  

 考えを出し合い 

 ながらごっこ遊 

 びを楽しんでい 

 る姿が見られた。 

・製作コーナーで 

 遊びに必要なも 

 のを友達と考え 

 てつくっていた。   

・ごっこ遊びでは 

 「レジはここね」 

 「私がお金もら 

 うから」と自分 

 の考えを伝えな 

 がら役割分担す 

 る姿が見られた。 

・幼児の動きを見て環 

境の構成をするこ

とで，遊びが盛り上

がることがわかっ

た。 

・気の合う友達と幼児

なりの言葉で会話

を楽しんでいた。 

 

・製作コーナーが広げ 

られたことで遊び

に必要なものを作

り楽しんでいたが

素材や材料が足り

ないことに気づい

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   〔制作遊び〕 〔環境の再構成で場が広がり 

 制作にじっくり取りかかる〕 



  (7) 保育の展開（本時） 

幼
児
の
姿 

・環境を整えたことで友達と一緒に遊びながら，会話を楽しんでいる姿が見られる。 

・ごっこ遊びに興味・関心を示さない子もいる。 

・やりたい遊びで集まった友達の中で，思いの違いからトラブルが起きるときもある。 

ね
ら
い 

・自分の思いや考えを伝えよう  

 としながら友達と遊ぶ楽しさ  

 を味わう。 

内

容 

・相手に自分の思いを言葉で伝えたりするなど，相手の  

 考えにも耳を傾ける。 

・遊びに必要なものを自分で作ったり用意したりする。  

  

時間 予想される幼児の活動 ○環境構成     

★教師の援助 

7:30 

 

8:30 

 

 

 

9:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:30 

登園する(シール貼りなど) 

好きな遊びをする 

朝の会（出席・一日の流れをきく） 

清掃（落ち葉拾い，水かけ） 

戸外遊びをする(S字じゃんけん) 

手洗い・うがい 

＜室内遊び＞ 

 

好きな遊びをする 

 

・ごっこ遊び 

・製作 

・折り紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・片付けをする 

★一人一人と明るく挨拶を交わしながら，安定した気持ちで

園生活が始まるようにする。 

★身の回りの始末は，認めたり励ましたりしながら，一人一

人に合わせて援助する。 

○前日のごっこ遊びの続きができるようにしておく。 

★幼児たちの登園状況を見ながら，テーブルを出したり紙や

ストローなどの材料を出し，遊びの準備を見せることで

「何ができるのかな」など，遊ぼうとする気持ちが盛り上

がってくるのを待つ。 

★友達とかかわり合いながら，遊ぶ姿を認め，教師も仲間 

に入り会話を楽しむ。 

            ★会話は少なく，なりたい役に 

             なりきって満足している幼児 

             もいるが，次へつなげること 

が出来るよう見守る。 

            ★遊具の貸し借りが出来ずに， 

             トラブルが起こった場合，幼 

             児の気持ちに共感し，どうし 

             たらいいか考え，教師は考え 

               たように行動できるよう援助            

             する。 

★他のコーナーの遊びも充実できるように言葉をかけて 

 いく。 

★片付け時間が近づいたことを知らせる。 

 もっと遊びたいという気持ちを受け止め明日へ期待を 

 持たせる言葉をかける。 

 

★教師が楽しんで片付けをすることで幼児も一緒にしようという気持と

いう気持ちがもてるようにする。              

反省 

評価 

・自分の思いや考えを伝えようとしながら友達と遊ぶ楽しさを味わっていたか。 

 

ままごと 

  コーナー 

       
 

入口 

 

製 

作 
  

折り紙 

 ごっこ 

遊び 

アイスクリ

ームやさん 

でーす 

 私がレジ

の人ね 



  (8) 検証保育(本時)の評価 

   ① 環境構成の工夫の面から  

    ア 幼児の実態把握をし，製作コーナーにテーブルを増やしたことで，身近な素材を使って遊び 

      に必要なものをつくり出した。また，友達のつくったものに気づき，アイディアが広がった。 

    イ 発達段階に応じて玩具の精選をしたり環境構成をしたりすることで，一人遊びの多かった幼  

      児が友達と一緒に遊ぶ姿が増えた。 

    ウ ごっこ遊びを発展させるための環境構成が十分でなかった。    

    エ 本時の保育の流れが細切れになってしまい，期待したごっこ遊びの展開がみられなかった。 

      幼児が十分遊び込める時間の工夫や話す楽しさを味わうことのできる環境の構成をする大切  

      さを再確認できた。 

   

   ② 教師の援助の面から 

    ア 教師が一緒に遊びながら，幼児との信頼関係を深めることにより，安心して話ができるよう 

      に周りの幼児との仲立ちをする。 

    イ 教師が，幼児の姿をとらえ「遊びの楽しさ」を周りの幼児に知らせるなど，気づかせること  

      が不十分だった。 

    ウ 教師は，一人一人の実態把握をしながら適切な言葉をかけることが大切であると再認識した。 

   

 

  (9) 検証保育のまとめ 

   ① 本時の環境は，幼児がかかわってみたくなるような十分な環境でなかったことを反省するとと  

     もに幼児の遊びの動線に沿った環境の再構成をすることが大切であると再認識した。 

   ② 用具や材料の種類が少なくて遊びが展開しなかったことに気づいた。教師がすべて整えるので 

     はなく，幼児と共に空き箱や空き容器などを集めるなど，幼児が主体的に活動に取り組めるよ 

     うな話し合いや時間が必要だと分かった。 

   ③ 好きな場で気の合う友達と一緒に遊びを楽しんでいるが，教師の言葉かけや認められたりする  

     ことで，安心して過ごすと考える。しかし，一人一人の幼児に対して満足のいく言葉かけや個  

     に応じた援助が足りなかったことを反省する。 

   ④ 環境の再構成をしたことで幼児のごっこ遊びが発展し，幼児の思いが言葉となってでてきた。 

     幼児の話さずにいられない思いは遊びの中から出てくることを実感した。 

   

 

 

 

 

 

 

   〔遊びの中での教師のかかわり〕 

 

     〔ごっこ遊びが発展〕 



Ⅵ 研究のまとめ 

  本研究においては，幼児が友達と一緒に遊ぶことを通して聞く・話す楽しさを感じるような環境構成  

 の工夫と教師の援助のあり方を探りながら保育実践を行った。２回の保育実践の結果で分かったことを  

 まとめる。 

 １ 環境の工夫・援助の工夫・幼児の変容から 

 

 

 

 

環 

境

の

工

夫 

保育実践１ 

 

「絵本って 

楽しいね」 

 

 

・帰りの会や朝の会に，幼児が落ち着いて話を聞くことのできる雰囲気をつくり，絵本 

 を読み聞かせることが大切であることを再確認した。 

・幼児が集中して聞けるような時間の工夫や場の設定は大切である。 

・読み終わった絵本を幼児の手の届くところに置き，興味をもって自分でも見てみたい 

 という気持ちにさせることが大切である。 

・幼児の発達に適した絵本や物語の精選をし，関心を引く絵本環境を整えることが大切  

 である。 

保育実践２ 

 

 

「友達との遊

びを深めごっ

こ遊びを楽し

む」 

 

 

 

・ままごとコーナーに畳を１枚増やしたことで幼児が興味を示し集まった。気の合う友 

 達同士のごっこ遊びへと発展し，さらに環境の再構成をすることでごっこ遊びが継続 

 していくことが分かった。 

・教師が計画した活動をさせるのではなく，幼児の実態（興味・関心）を捉え，幼児の 

 思いや願いに添いながら環境を構成していくことの大切さを再確認した。 

・見通しをもった計画と，試行錯誤しながらたっぷり遊び込める時間や場を工夫してい 

 くことが大切であると痛感した。 

・幼児の興味や関心を高め心動かす体験をするためには，素材や材料など教師がすべて 

 用意するのではなく，幼児が自分で考えたり，工夫したりできるような環境を幼児と 

 ともに創っていくことが大切であることが分かった。 

 

 

 

 

援

助

の

工

夫 

 

 

 

保育実践１ 

 

「絵本って 

たのしいね」 

 

 

・教師は幼児の実態把握をし，この時期に読み聞かせたい絵本を選び，読み方を工夫す 

 ることが大切である。 

・教師も幼児とともに聞くことを楽しむという姿勢を持つことが大切である。 

・読み聞かせ後，その思いを教師や友達と共有したりすることが大切である。 

・絵本を読む前の導入として手遊びや指人形を使うことで幼児の気持ちを惹きつけ聞き 

 たい気持ちにさせることができると再認識した。 

保育実践２ 

 

「友達との遊

びを深めごっ

こ遊びを楽し

む」 

・幼児が聞く・話す楽しさを感じるために，教師は，幼児の興味や関心に沿いその時期  

 の発達に応じた活動が展開できるような援助が必要であると痛感した。 

・遊びを振り返る場において友達のよさをクラスの子へ知らせることによって友達とか 

 かわることの心地よさを感じられる言葉をかけることが大切である。 

・教師も一緒に遊びを楽しみながら，より多くの友達とかかわりがもてるように援助を 

 行うことが大切。 

 

幼

児

の

変

容 

 

 

保育実践１ 

「絵本って楽  

 しいね」 

・時折，笑い声も聞かれ，楽しんで聞くようになった。 

・読み聞かせ後，おとなしい幼児が教師に話しかけてきたことから信頼関係が深まり心  

  を開いてきた。 

保育実践２ 

「友達との遊

びを深めごっ

こ遊びを楽し  

む」 

・環境構成のあと，ごっこ遊びの中では，楽しく話す幼児の姿が見られた。 

 

・教師が一緒に遊ぶことで，安心し心を開き，幼児なりの言葉で伝えようとする姿がみ  

 られた。  

 

 



 

Ⅶ 研究の成果と今後の課題 

 １ 研究の成果 

  (1) 教師が，幼児の興味や関心を捉え，思いや願いに添った環境の見直しと再構成をしたことで幼      

児の遊びが深まり友達と一緒に遊ぶ楽しさを味わっていた。（Ⅵ-1) 

  (2) 教師が，幼児の心の声を聴くように努めることで，幼児が安心感をもち，自分の思いを出しなが    

    ら遊ぶようになり，聞く・話す楽しさを感じさせることができた。(Ⅳ－４，Ⅵ－１)     

    

 

 ２ 今後の課題  

  (1) 園生活の中で，聞く・話す楽しさを感じさせるための，幼児の発達段階に応じた計画的な     

    環境構成の工夫。(Ⅵ－１) 

  (2) 幼児の興味や関心を捉え，幼児が遊びたくなるような援助の工夫。(Ⅵ－１) 
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